
禁煙事例紹介

国際自動車株式会社

　タクシーは密閉された空間なので、前の乗客が吸った

たばこのにおいが気になるものである。とくに健康増進

法施行以来、禁煙意識の高まりにつれて禁煙タクシーを

望む声が高まっている。小規模のタクシー会社ではすで

に禁煙車の導入を行っているところもあるが、kmのマー

クでおなじみの業界大手・国際自動車株式会社が2006

年3月末までに500台の禁煙タクシー導入にむけて、ま

ず04年12月1日から20台の運用をスタートした。この

ことによって業界内の禁煙タクシーの導入に弾みがつく

ことが期待される。

　国際自動車株式会社は、特に成人男性の喫煙率が低下してい

ること、非喫煙者から禁煙タクシーのニーズが高まっているこ

とを受け、06年3月末までに禁煙タクシー500台を実現すべく、04

年12月1日から20台、05年1月中にプラス82台（102台）、3月までに

プラス58台（160台）と順次増やしていく予定である。タクシーは

病院への通院にも利用されるので、病気の方への配慮も不可欠だ。

同社は社内分煙だが、長時間乗車するドライバーの健康面から

も禁煙タクシーの導入は望ましい。

　禁煙タクシーの導入は04年3月にスタートした「km My

Taxi」の一環でもある。これはあらかじめ会員登録しておけば、

好みの車種や外国語に対応できるドライバー、なじみのドライ

バーの乗車しているタクシーを優先的に配車するというものだ。

会員登録のときに「禁煙車指定」をすれば、無線配車のときに最

も近くにいる禁煙車を配車してくれる。本来はこの「km My

Taxi」スタートに合わせて禁煙車の導入も行う予定だったが、準

備に時間がかかり年末にずれ込んだのだという。最初は台数が

少ないので、禁煙車希望のすべてに対応することは難しいかも

しれないが、全保有台数の約38％となる500台体制になれば、乗

りたいときに電話一本で禁煙タクシーが呼べる状況になると考

えている。

　同社の禁煙タクシーは車上灯にも「禁煙」バージョンを追加。

後部座席のドアに禁煙車のマークが貼られている。なお、通常広

告が入るヘッドレスト部分の乗客側には、禁煙タクシーについ

てのメッセージと「すべての人に快適な空間を提供する」という

同社のコンセプトが貼られている。

　最初の20台が導入されたのは、赤

羽6台、吉祥寺6台、北千住4台、目黒2台、

祐天寺2台である。禁煙車には新車を

導入したため、車庫スペースにゆと

りがあり無理なく人員配置ができる

営業所からのスタートとなった。禁

煙タクシーに乗車するのは自ら手を

上げた意欲的なドライバー。お客様

と接するドライバーは、乗客の禁煙

ニーズに敏感でもあり、約1年前の検

討段階から禁煙車導入に対する社内

の反応は非常によかったという。ド

ライバーの意欲が、一年と数ヶ月

で500台導入というハイペースの

スケジュールを現実的なものに

している。


